
 

社
会
関
係
資
本
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
） 

 
 

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
私
達
は
社
会
関
係
資
本
が

人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
時
代
に
生
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

長
倉
顕
太
（
な
が
く
ら
け
ん
た
）
氏
い
わ
く 

『
社
会
関
係
資
本
と
は
「
あ
な
た
が
持
つ
人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
こ
と
。
現
代
社
会
に
お
い
て
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
と
多

様
性
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。
専
門
性
を
極
め
る
時
代
は
終
わ
り
つ
つ

あ
る
。 

早
期
か
ら
専
門
性
に
特
化
す
る
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
型
の
成
功
よ
り
多

様
な
経
験
を
持
つ
ロ
ジ
ャ
ー
フ
ェ
デ
ラ
ー
型
の
成
功
が
現
代
で
は
よ
り

一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
は
２
歳
か
ら
ゴ
ル

フ
を
始
め
ひ
と
つ
の
競
技
に
集
中
し
て
世
界
最
高
峰
に
上
り
詰
め
た
。 

一
方
の
フ
ェ
デ
ラ
ー
は
テ
ニ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
、

１０
代
後
半
ま
で
特
定
の
競
技
に
特
化
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
結
果
的
に

フ
ェ
デ
ラ
ー
の
幅
広
い
経
験
が
テ
ニ
ス
の
創
造
性
や
適
応
力
を
育
み
、
歴

史
に
残
る
偉
大
な
選
手
と
な
っ
た
。
こ
の
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
型
と
ロ
ジ
ャ

ー
フ
ェ
デ
ラ
ー
型
の
対
比
は
人
間
関
係
の
構
築
に
も
当
て
は
ま
る
。 

か
つ
て
は
少
数
の
深
い
人
間
関
係(

家
族
、
親
友
、
同
僚
な
ど)

に
集
中

す
る
戦
略
が
有
効
で
あ
っ
た
が
、
現
代
社
会
で
は
「
広
く
浅
く
長
く
」
多

様
な
人
々
と
つ
な
が
る
フ
ェ
デ
ラ
ー
型
の
人
間
関
係
が
よ
り
大
き
な
価

値
を
生
み
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
関
係
資
本
は
目
に
見
え
な
い

資
本
で
あ
り
な
が
ら
、
金
融
資
本
や
人
的
資
本
と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
単
な
る
知
り
合
い
の
数
で
は
な
く
、

必
要
な
時
に
助
け
合
え
る
関
係
性
の
広
が
り
を
指
す
。 

専
門
化
が
進
ん
だ
現
代
社
会
で
は
逆
説
的
に
「
広
く
浅
い
知
識
」
と
「
多

様
な
経
験
」
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
問
題
が
複
雑
化
し
ひ
と

つ
の
専
門
領
域
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
増
え
て
い
る
の
が
理

由
だ
。
人
間
関
係
に
お
い
て
「
広
く
浅
く
長
く
」
維
持
す
る
こ
と
の
価
値

が
高
ま
っ
て
い
る
。
幅
広
く
多
様
な
人
々
と
「
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る
」

こ
と
が
、
予
測
不
能
な
未
来
を
生
き
抜
く
た
め
の
重
要
な
戦
略
と
な
っ
て

い
る
の
だ
。
』 

時
代
の
変
化
や
変
化
の
速
さ
に
戸
惑
う
こ
と
へ
の
あ
り
が
た
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
受
け
取
り
ま
し
た
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５月行事予定  
 

3(日) いどばた会 

    （端午の節句） 

12(火)  訪問理美容 

28(木)  食事会 

令和 8 年５月  
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URL: http://www.ajisaien.or.jp/ 

４月３日（金） 


